
 

第 68回全国社会教育研究大会大阪大会について 

 

[大阪大会企画内容] 

１．アトラクション 

 

２．記念講演 

 

３．シンポジウム 

出演団体 堺火縄銃保存会 

企画概要 

甲冑を着用した状態での火縄銃の演武を披露する。保存会の目的や理念に

ついて解説し、堺市の伝統である金属加工や鍛冶の技術への参加者の理解を

深める。火縄銃や甲冑といった歴史的な道具を実際に見ることで、堺市が育

んできた職人文化や技術の奥深さに触れる機会となる。 

また、アトラクション開始前には火縄銃（実物）に触れることができる体

験コーナーを設置するとともに、アトラクションの中に兜や羽織を着用して

火縄銃隊士の雰囲気を体験できる参加型プログラムを実施し、来場者の興

味・関心を高める機会とする。 

講    師 辰野 勇 様（株式会社モンベル 代表取締役会長） 

企画概要 

これまでの経験を踏まえながら「モンベル７つのミッション」に関する講

演をいただく。「モンベル７つのミッション」は、企業理念でありつつ社会教

育の目的や手法と高い親和性を有しており、企業の視点から社会教育活動を

行うことの意義について示唆に富んだ内容が期待できる。 

モンベル

７つのミ

ッション 

１．自然環境保全意識の醸成 

２．野外活動を通じて子供たちの生きる力を育む 

３．健康寿命の増進 

４．自然災害への対応力 

５．エコツーリズムを通じた地域経済活性化 

６．第一次産業（農林水産業）への支援 

７．高齢者・障害者のバリアフリー 

出 

演 

者 

【コメンテーター】 吉本興業所属・住みます芸人 span!様 

【コーディネーター】 
大谷 裕美子 様（大阪府社会教育委員、 

ゆめ☆まなびネット代表） 

【 シ ン ポ ジ ス ト 】 

明貝 一平 様（一般社団法人田尻町観光協会 理事長） 

今中 博之  様（社会福祉法人素王会 INCURVE【インカー  

ブ】 理事長/代表） 

松藤 昌代 様（門真市多文化共生推進協議会 地域日本

語コーディネーター、日本語教育・多文

化共生推進協会 kotoba 共同代表） 

令和８年７月 第１回大阪府社会教育委員会議 資料２ 



 

４．分科会（大阪府：図書館分科会） 

 

 

[当日の会場運営スタッフの役割] 

１．全体会【令和８年 10月 29日（木） 11：30～18：00】 

・司会、受付、館内誘導 

 

２．分科会【令和８年 10月 30日（金） ９：00～12：30】 

・司会、受付、館内誘導 

企画概要 

大阪府出身で地域に根差した活動を展開している吉本

興業所属の芸人 span!様をコメンテーターとして迎え、大

阪府の社会教育委員である大谷裕美子様にコーディネー

ターとして登壇いただく。 

シンポジストに御自身の実践事例を発表いただき、「そ

の活動のどこがおもしろいのか（魅力的なのか）」、「社会教

育のどのような点に面白さ（魅力）を感じて（取り組んで）

いるのか」といった観点から社会教育の魅力について議論

を深めていただく。 

コメンテーターである span!様には活動の魅力を掘り下

げる質問やコメントを通じて登壇者との活発な意見交換

を促していただき、参加者にとって親しみやすく、かつ深

みのある学びの場となることをめざす。 

出 

演 

者 

【事例発表者】 
原田 貴子 様（熊取町立熊取図書館 館長） 

河瀬  裕子  様（泉大津市立図書館 館長） 

【コーディネーター】 久野 和子 様（立命館大学文学部 教授） 

企画概要 

図書館に関する事例発表を本府の社会教育委員である

熊取町立熊取図書館館長の原田貴子様及び泉大津市立図

書館館長の河瀬裕子様に行っていただき、図書館での学び

から生まれる地域とのつながりについて事例を共有する。

コーディネーターは、本府の社会教育委員である立命館大

学文学部教授の久野和子様に行っていただき、協議及び総

括を行うことで社会教育施設の役割について見識を深め

る。また、会場である中之島図書館は国の重要文化財に指

定されている。実際に中之島図書館を見学することで、今

までの社会教育研究大会とは異なるアプローチで参加者

のニーズを満たすことができる魅力的な内容にする。 

※ 他の分科会は近畿各府県で１つずつ受け持って運営。 


